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６月定例会以降の教育行政につきまして、ご報告申し上げます。 

 

１ 各種大会等の出場結果について 

１点目は「各種大会等の出場結果について」です。 

６月25日から網走市を主会場に開催されました「高円宮賜杯第42回

全道学童軟式野球大会マクドナルド・トーナメント北北海道予選大会」

において、中標津ホルスタイン野球スポーツ少年団が準優勝し、７月22

日から和歌山県高野山で開催された「第27回高野山旗全国学童軟式野

球大会」に出場しました。 

町内の学童野球チームとして初となる全国大会出場となりましたが、

見事１回戦を勝ち上がるなど健闘し、全国ベスト16入りという成績を

収めました。 

次に、８月10日から釧路市で開催されました「ピティナ・ピアノコ

ンペティション北日本道東地区」連弾初級Ｂに東小学校の女子２名が

出場し、本選第１位となり決勝大会進出を決め、８月19日から東京都

で開催されました「第46回ピティナ・ピアノコンペティション全国決

勝大会」に出場しました。 

続きまして、農業高校の関係分です。 

８月９日に岩見沢市で開催されました「日本学校農業クラブ北海

道連盟全道技術競技大会」に出場した生徒のうち、農業鑑定競技の

食品コースで、２年生２名、畜産コースで、１年生２名が全国大会



 2

の出場権を獲得いたしました。 

これにより、来る１０月に富山県で開催される全国大会へ、昨年

度に出場権を得た４名の実績発表と合わせて８名の生徒が出場する

ことになりました。 

 一昨日開催されました、第 89 回ＮＨＫ全国音楽コンクール北

海道ブロック小学生の部で、中標津小学校・丸山小学校合同チー

ムが金賞を獲得し、10 月９日に開催される全国大会に駒を進め

ることとなりました。なお、中学生の部では、残念ながら全国出

場とはなりませんでしたが、広陵中学校が銅賞を獲得しておりま

す。 

２．スポーツ合宿の誘致について 

２点目は「スポーツ合宿の誘致について」です。 

本町と「体育・スポーツ振興に関する協定」を締結している日本

体育大学のラグビー部による合宿につきましては、コロナ禍の影響

等もあり平成30年度を最後に実施できておらず、本年度も合宿につい

ては残念ながら中止という結果になりましたが、代替事業としまし

て、教育委員会及び中標津町ラグビーフットボール協会の主催によ

り、日本体育大学ラグビー部米地部長ほかコーチ２名及び同学ＯＧ

１名、中標津高等学校ラグビー部出身の現役４年生１名の計５名を

指導スタッフとして招聘し、合宿期間中に実施を予定していた、小

中高生を対象とした「ラグビーフェスタ 2022in なかしべつ 中標津
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ラグビークリニック」を８月４日から６日の３日間の日程で４年ぶ

りに実施しました。 

指導を受けた小中高生約70名の参加者は、ラグビーの基礎から学ぶ

ことができ、それぞれ競技力や技術の向上が図られ、ラグビー競技

の楽しさ面白さを改めて実感することができたところであります。 

 次に、実業団の合宿でございますが、スターツ陸上競技部が８月

８日から８月19日まで、カネボウ陸上競技部が８月 27 日から９月 10

日まで、それぞれ来町し合宿を実施しました。 

 

３ 新型コロナウイルス感染症対策について 

３点目は「新型コロナウイルス感染症対策について」です。 

学校における感染対策は、これまで同様、文部科学省が示す「学

校における新型コロナウイルス感染症に関する衛生管理マニュア

ル」や北海道教育委員会からの関係通知を踏まえた対策を徹底して

おります。 

学校における感染状況でございますが、小中学校・義務教育学校

では、夏休み以降、児童生徒の感染が多数確認されたことから、保

健所の助言をいただきながら、学校内での感染拡大防止のため小学

校２校において学級閉鎖、中学校での１校においては学年閉鎖を実

施いたしました。学年閉鎖を実施しました中学校においては、修学

旅行の宿泊的行事を８月 30 日から９月２日で実施することとしてお
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りましたが、延期することといたしました。新たな日程については、

現在調整中であります。 

今後の校内における感染拡大防止対策につきましては、校内の消

毒作業を行うなど、基本的な感染対策から登下校、授業、給食、部

活動などにおいて、児童生徒・教職員のそれぞれの行動に合わせて

実施すべき事項を見直しております。 

また、臨時休業期間中には、学びの保障の観点から家庭学習のた

めの学習課題を準備するなどの対応も行っております。 

ウィズコロナ時代において、子どもたちの健康と安全のためには

新型コロナウイルスについての正しい知識を学び「正しく恐れて、

予防に効果的な日常を送る」ということがとても大切となります。 

このことを踏まえ、今後も児童生徒にとって健康で充実した学校

生活が送れるよう、引き続き、感染拡大防止の徹底に万全を期する

とともに、学校運営上の工夫に努めて参ります。 

 

 

以上、３点について申し上げ、６月定例会以降の教育行政報告と

させていただきます。 


